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　はじめに

近年、食の安全・安心に対する関心が
国民全体に広がりを見せる中、農林水産省
は、化学肥料や化学合成農薬の使用を原則
避ける有機ＪＡＳ規格や慣行栽培に対して
５割以上の低減を図る特別栽培農産物を定
めている。北海道においても慣行栽培に対
し て お お む ね ３ 割 程 度 の 低 減 を 図 り、

「YES! clean」マークを表示する「北のク
リーン農産物表示制度」を創設して、ク
リーン農業の推進を図っている（図１）。

   本稿では、とうや湖農業協同組合(以下
ＪＡとうや湖」という）が同制度をベー

スとしてクリーン農業を推進し、環境にや
さしい安全･安心な付加価値のある野菜を
栽培するとともに、クリーン農業推進の一
環として、グローバルＧＡＰの団体認証の
取得に取り組んでいる事例を紹介する。

１　北海道のクリーン農業の取り組み

（１）クリーン農業と北のクリーン農産物
表示制度

クリーン農業とは、平成３年に、北海道
が全国に先駆けて提唱した環境保全型農業
のことで、堆肥などの有機物の施用などに
よる土づくり に努め、化学肥料や化学合
成農薬の使用を必要最小限にとどめるとと
もに、農業の自然環境機能の維持・増進を
図り、環境との調和に配慮した安全・安心
で品質の高い農産物の安定生産を進める農
業である。

また、クリーン農業の円滑な推進を図る
ため設立された、生産・流通・消費の関係

図１　北のクリーン農産物表示制度の
「YES! clean」マーク

資料：北海道クリーン農業推進協議会HPより
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【要約】
とうや湖農業協同組合は、環境にやさしい安全・安心な農産物を消費者へ提供すること

を目的にクリーン農業を推進している。北のクリーン農産物表示制度やグローバルＧＡＰ
の団体認証を取得するなど取り組みを進めることで、量販店のプライベートブランドの栽
培基準を満たし、高い評価を受けている。

ＪＡとうや湖におけるクリーン農業推進の取り組み
～環境にやさしい安全・安心な農産物を消費者へ～
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団体と北海道の19機関・団体で構成する
「北海道クリーン農業推進協議会」は、消
費者の安全志向の高まりやさまざまな表示
制度の普及を踏まえ、北海道独自の表示制
度である「北のクリーン農産物表示制度」
を12年に創設した。この表示制度は、ク
リーン農業によって生産された農産物の栽
培方法などの情報を消費者や量販店に効果
的に伝えることにより、道内で生産された
クリーン農産物に対する理解と信頼をより
一層高めることを目的として、クリーン農
業技術の導入など、一定の基準を満たした
農産物に「YES!clean」マークを表示す
るものである。

（２）北のクリーン農産物表示制度の概要
北のクリーン農産物表示制度は、

①　作物を健康に育てるため、堆肥などの
有機物投入による土壌改善を図り、土壌
診断に基づき適正量の施肥を行うなど、
健康な土づくりに取り組んでいること

②　化学肥料による環境負荷を軽減するた
め、肥料が作物に効率的に吸収される技
術や堆肥や有機質肥料を使用するなど、
化学肥料の使用低減に取り組んでいるこ
と

③　化学合成農薬による環境負荷を軽減す
ることやより安全な農産物を生産するた
め、化学合成農薬に依存しない防除方法
の導入、病害虫の密度を抑制する技術な
ど、化学合成農薬の使用低減に取り組ん
でいること

の３つを登録集団が取り組むキーワードと
している。

また、表示を行う農産物は、
①　道内で生産されていること
②　登録基準に適合していること

③　生産集団の定める栽培基準に基づいて
生産されていること

④　他の農産物と分別収穫・保管・出荷さ
れていること

が求められている。
　登録生産集団の要件としては、
⑤　生産者集団の管理体制が整備されてい

ること
⑥　全構成員が依拠すべき栽培基準を策定

していること
⑦　全構成員が栽培協定を締結していること
⑧　全構成員が生産履歴を記帳していること
⑨　全構成員が登録基準で前年実績を有し

ていること
⑩　市町村クリーン農業推進協議会による

指導体制が整備されていること
を満たす必要があり、表示を行う農産物の
要件と併せて登録集団が取り組む10の要
件としている。

これらの要件を満たした農産物は、生産
者が消費者に安全・安心な農産物を提供す
る証として、「YES! clean」マークを表示
して販売されている。

２　ＪＡとうや湖の概況

（１）ＪＡとうや湖の概況
ＪＡとうや湖は、北海道中央南西部の洞

爺湖周辺に位置し、北は羊蹄山、南は有珠
山、昭和新山などの活火山に囲まれている。
昭和62年に洞爺湖町（旧虻

あぶ

田
た

町 、旧洞爺
湖村）、豊浦町、壮

そう

瞥
べつ

町 、伊達市大滝区（旧
大滝村）の旧５町村のＪＡが合併し、北海
道で初めてとなる広域合併農協として設立
された。

洞爺湖東部の内浦湾に面した豊浦町で
は、青果物のほか、酪農や養豚が盛んで、
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洞爺湖北東部の湖に面した肥沃な土地に恵
まれた洞爺湖町では、昔から施設園芸が行
われ、セルリー、トマトなどが栽培されて
いる。洞爺湖南西部の湖と活火山に隣接し
た壮瞥町では、温泉熱を利用した施設園芸
団地が広がっており、トマトを始め、ほう
れんそうや果樹などが栽培され、洞爺湖北
西部の山岳丘陸地にある伊達市大滝区で
は、酪農が中心に行われ、青果物では、な
がいも、ブロッコリーなどが栽培されてい
る（図２）。

このように、同ＪＡでは、それぞれの地
域の自然環境の特色を生かして多様な農産
物を生産しており、平成30年１月現在の
正組合員数368名、准組合員数1241名を
擁し、平成29年度の農業販売高は、53億
9300万円となっており、畜産物が25億
2839万円と全体の47%を占め、次いで
野菜、果物、花きの青果物が22億903万
円と41％、水稲、小麦、てん菜の農産物
が７％、雑穀が５％となっている（図３）。

（２）ＪＡとうや湖の野菜栽培の現状
ＪＡとうや湖は、多様な栽培環境を生か

した農業が特徴であるが、平成29年度の
青果物においては、ばれいしょが最多で
５億6373万円（青果物の26%） の販売高
であった。次いで、ながいもが４億3015
万円（同19%）、トマト類が２億2632万
円（同10%）、にんじんが１億9658万円

畜産物 47%  

青果物 41% 

農産物　7% 
雑穀　5%  

図３　ＪＡとうや湖の農産物販売高構成
（平成29年度）

資料：ＪＡとうや湖第31回通常総会資料を基に農畜産業振興機構作成

図２　ＪＡとうや湖管内主要作目マップ

資料：ＪＡとうや湖作成資料から抜粋
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（同９％）、スイートコーンが１億7641万
円（同８％）と５品目で全体の72%を占
めている。その他もセルリー、レタス類、
ブロッコリー、いちご、ごぼうなどさまざ
まな品目の野菜を栽培している（図４）。

中でも、全国的に知名度が高く豊浦町で
栽培されている「豊浦いちご」は、70年
以上の歴史があるブランド商品で、粒の大
きさや甘さが高く評価されている。また、
温泉熱を利用して栽培される「オロフレト
マト」や倉庫を雪で満たすことでクリーン
なエネルギーを利用する「雪蔵野菜」と
いった野菜は、電力の使用を節減し二酸化
炭素の排出を抑制することから、20年７
月に開催された北海道洞爺湖サミットにお
いても注目された。

（３）温泉熱を利用して栽培される「オロ
フレトマト」

活火山である有珠山の近くのオロフレ峠
の名前からその名が付いた「オロフレトマ

ト」は、元々、温泉施設があった壮瞥町で、
温泉熱を活用して何かできないかという発
想のもと、昭和50年代中ごろに町が国営
事業を活用して配管を整備し、園芸施設内
に温泉熱を取り込むことで栽培が始まっ
た。（写真１、２）

温泉熱を利用することで、９月下旬に播
種を開始し、雪が多く寒い12月上旬に定
植して２月上旬から８月中旬まで出荷でき
る。休閑時には、緑肥を栽培することで、
堆肥や化学肥料を低減した土づくりを行っ
ている。

また、「オロフレトマト」は、全道に先
駆けて出荷を開始できることから、道内の
販売店や小売店からの期待も大きく高値で
取引されており、ＪＡとうや湖においても
販売促進シールを作成して販売している。
なお、出荷の始まる２月上旬は、道内で販
売される熊本産のトマトに比べて輸送費が
かからないというメリットもある。

ばれいしょ 26%  

ながいも 19%  

トマト類
10%  

にんじん
9%  

スイート

コーン 8%
 

ごぼう 4%  

ブロッコリー
 3%

セルリー 3%  

レタス類 2%  

いちご 2%  その他 13%  

図４　ＪＡとうや湖の青果物の販売高構成 
（平成29年度）

資料：ＪＡとうや湖第31回通常総会資料を基に農畜産業振興機構作成

青果物販売額合計　22億 903 万円

写真１　オロフレトマト
（写真提供：ＪＡとうや湖）
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（４）�クリーンなエネルギーを利用する　
「雪蔵野菜」

集めた雪を雪蔵専用貯蔵施設に堆積して
倉庫の半分を雪で満たし、残り半分に農産
物を貯蔵することで野菜を低温貯蔵するこ
とができる「雪蔵野菜」は、生産者が研究
会を作り、雪を使用して貯蔵した野菜を量
販店へ販売したところ評価が高く、農協と
して運営を考えたらどうかと提案があった
ことを契機に、ＪＡとうや湖が環境省や各
市町からの支援を受けて平成20年２月に
雪蔵専用貯蔵施設を整備し「雪蔵じゃがい
も」の販売を開始した（写真３）。

雪蔵専用貯蔵施設で貯蔵される野菜は、
ばれいしょだけでなく、にんじん、ごぼう、
ながいもなどさまざまな品目を、雪蔵物語
としてシリーズで販売しているが、中でも

ばれいしょは、低温貯蔵することで糖化作
用が働き甘味が出るというメリットがあ
る。ばれいしょは、以前から、冷蔵庫で春
まで貯蔵していたが、甘味が出ておいしい
ものの、表皮がやわらかくなり品質劣化が
起こるというデメリットがあった。

しかし、雪のエネルギーを使用すること
で、春先まで２～４度で安定的に冷やすこ
とができるとともに、90%以上の高い湿
度を保てることで表面の乾燥を防ぎ、６月
までしっかりとした表皮を維持できるよう
になった。

このように品質が上がったこと、雪蔵物
語シリーズといったイメージ向上に努めた
ことで、「雪蔵じゃがいも」は量販店など
からの評判も良く、道内だけでなく府県で
も販売されている。

写真２　オロフレトマト栽培風景（写真提供：ＪＡとうや湖） 

写真３　雪蔵貯蔵施設（写真提供：ＪＡとうや湖）
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３　�ＪＡとうや湖におけるクリーン農業の
取り組み

（１）とうや湖クリーン農業協議会におけ
るクリーン農業の推進

ＪＡとうや湖管内では、かつて、生産者
が農作業中に農薬を吸引するという事故が
発生したことを契機に、地域の生産者が研
究会を設立し、農薬の使用を低減するなど
土づくりにこだわった作物の栽培を開始し
た。同ＪＡにおいても、他の産地との差別
化を模索する中で研究会の取り組みに着目
し、消費者や量販店から信頼される農産物
を生産するため、平成14年にクリーン推
進課を創設し、クリーン農業の推進に取り
組むこととした。

また、環境にやさしい安全・安心な農産
物を消費者へ提供することを目的に、同Ｊ

Ａ、４市町、普及センター、生産者集団 
を構成員として「とうや湖クリーン農業協
議会」を同年に設立し、北のクリーン農産
物表示制度をベースとしてクリーン農業推
進の取り組みを開始した。

同協議会では、表１のようにとうや湖農
業推進プランを作成し、①土づくりの推進、
②環境に配慮したクリーン農業の推進、③
農業生産資材の適正処理とリサイクルの推
進、④環境美化運動の推進、⑤消費者、地
域住民を巻き込んだ運動の展開に取り組ん
だ。

これらの同協議会におけるクリーン農業
推進の取り組みを通じて、後述する北のク
リーン農産物表示制度に水稲、果樹、野菜
でそれぞれの生産者集団が登録している。
また、同ＪＡでは、北のクリーン農産物表
示制度以外でも、クリーン農業の取り組み

表１　とうや湖クリーン農業推進プランの概要
事　項 取り組み内容

① 土づくりの推進

・輪作体系のモデル化
・有機物の補給（良質堆肥の生産や緑肥栽培の推進）
・土壌診断と適正な施肥の実施
・根域層の拡大（土壌断面調査等を利用した物理性の改善）
・硝酸性窒素の低減（窒素の過剰施用により環境へ影響）

② 環境に配慮したクリーン
農業の推進

・減化学肥料、減農薬栽培の推進（北のクリーン農産物表示制度の取り組みを通じ、
栽培管理マニュアルの作成、栽培基準の統一、生産管理台帳等の作成と活用）

・気象状況や発生予察に基づいた的確な防除の実施
・土壌診断結果に基づいた適正な施肥の実施
・農薬の適正管理の実施
・畜産のクリーンへの取り組み（良質粗飼料の生産、家畜糞尿の適正処理と活用）

③ 農業生産資材の適正処理
とリサイクルの推進

・廃プラの適正処理
・廃プラ等の排出量の抑制
・生分解性マルチの利用

④ 環境美化運動の推進

・放置農機具の処理
・農道・畦畔・空き地の雑草処理
・花いっぱい運動（景観緑肥を含む）
・農村らしい環境づくり運動

⑤ 消費者、地域住民を巻き
込んだ運動の展開

・生産者と消費者をつなぐ企画強化（消費者交流会等の開催）
・インターネットを活用した消費者への情報提供
・とうや湖ブランドづくり

資料：ＪＡとうや湖作成資料を基に農畜産業振興機構作成
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を通じて生産者集団ごとに栽培統一基準を
定めることで、生産者がエコファーマーの
認定を受けるとともに、同ＪＡは、農場管
理システムの認証である後述するグローバ
ルＧＡＰの団体認証を取得している。

（２）北のクリーン農産物表示制度の対象
となる農産物の栽培基準

前述した北のクリーン農産物表示制度の
対象となる農産物は、地方独立行政法人北
海道立総合研究機構農業試験場などで開発
された土づくりや施肥管理技術、防除技術
などのクリーン農業技術を導入して、慣行
栽培と同等の収量、品質を維持できる窒素
総量の上限や化学肥料の使用量、化学合成
農薬の使用回数を設定し、栽培基準を満た
した農産物である。

ＪＡとうや湖においても、生産者集団が
品目、作型ごとに栽培基準を設定し30年
では、水稲、果樹、野菜を栽培している
16生産者集団の生産者が18品目29作型
で、159名（延べ249名）の生産者が取
り組んでいる。このうち野菜は、11生産
者集団が13品目23作型で登録している

（表２）。
品目と作型の関係を見ると、ばれいしょ

が、１つの作型で栽培基準を登録されてい
るのに対し、レタスのように４つの作型の
ものもある。栽培環境が多彩な同ＪＡ管内
では、市町ごとにハウス栽培、露地栽培と
いった栽培方法や収穫時期が決められてお
り、害虫の発生する季節に栽培する作型で
は、化学合成農薬の使用回数を増やすなど
きめ細かく栽培基準を設定している。北の
クリーン農産物表示制度では、化学肥料の
使用量や化学合成農薬の使用回数は慣行栽

培のおおむね３割を目安としている。
同ＪＡで栽培基準を登録している野菜の

23作型を見ると、ばれいしょ、にんじん、
トマト（３作型中２作型）、だいこん（２
作型）、ごぼう、トマト（壮瞥）（２作型中
１作型）、キャベツについては、慣行栽培
の３割を超える低減が図られている。また、
レタス（４作型中４作型）、トマト（オロ
フレトマト）、トマト（３作型中１作型）、
セルリー、トマト（壮瞥）（２作型中１作型）
については、慣行栽培の３割未満の低減と
なっているものもある。

一方で、かぼちゃ、ピーマン（２作型中
２作型）、ミニトマトについては、慣行栽
培の５割を超える低減を図られており、農
林水産省が定める特別栽培農産物の基準を
満たすものとなっており、北のクリーン農
産物表示制度は一律に栽培基準を定めるも
のではなく、土壌分析など地域の実情に合
わせて窒素総量の上限や化学肥料の使用
量、化学合成農薬の使用回数を設定してい
ることで、生産者がクリーン農業に取り組
みやすい制度となっている。

また、同ＪＡ管内では、土づくりのため
に積極的に緑肥やひまわりを輪作体系に取
り入れて栽培することで、土壌の改善を図
るとともに、異なる作物を隣接する圃場で
栽培する場合は、緑肥を畑の間に播くこと
で緩衝帯を確保し、農薬の飛散軽減を図っ
ている（写真４）。

なお、生産者は、作物ごとに何時、誰が、
どのような肥料をどれだけ使用したか、ど
の農薬をどのような希釈倍率で使用したか
を確認できるように栽培管理台帳の記載が
義務付けられており、最終出荷物を出荷す
る前に同ＪＡに提出している。
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（３）北のクリーン農産物表示制度の登録
手続きについて

北のクリーン農産物表示制度では、登録
要件の一つに実績要件があり、生産者集団
のすべての構成員が、原則として前年に表
示対象農産物を登録して生産した実績を有
していることが必要となる。この実績を踏
まえ、生産者集団は市町村協議会を経由し
て道協議会へ登録申請を提出し、道協議会
は外部に専門的な知識を有する審査委員か
らなる審査会を設置し、審査会の意見を参
考に登録申請が適当と認められる場合は承

写真４　畑の間に緑肥を播いて緩衝帯を確保
（写真提供：ＪＡとうや湖）

化学肥料の
窒素量

化学合成農
薬成分使用
回数

化学肥料の
窒素量

化学合成農
薬成分使用
回数

化学肥料の
窒素量

化学合成農
薬成分使用
回数

ばれいしょ JAとうや湖馬鈴薯部会クリーン班 露地

にんじん
ＪＡとうや湖人参振興協議会ク

リーン班
露地、春夏まき

ハウス・トンネル、６月どり

露地、ハウス・トンネ
ル、６月どり

露地７・８月どり

露地９月どり

かぼちゃ ＪＡとうや湖南瓜部会クリーン班 露地 4.6～6.5

トマト（オロフ

レトマト）
壮瞥町オロフレ地熱利用野菜組合 ハウス加温越冬

露地

ハウス長期どり

ハウス促成・半促成 16.9～18.1

ハウス長期どり、夏秋どり 32.3～36.8

ハウス抑制 16.1～18.1

ミニトマト JAとうや湖トマト・メロン部会 ハウス長期どり、夏秋どり 9.1～14

セルリー ＪＡとうや湖セルリー振興協議会 ハウス促成

露地春まき 2.5～4

露地夏まき 2.5～4

ごぼう ＪＡとうや湖ごぼう部会 露地

ハウス長期どり・夏秋どり

ハウス抑制

露地６・７月どり

露地８月どり

露地夏秋どり

※　16生産者集団　18品目29作型のうち、野菜関係の11生産者集団　13品目23作型を抽出して記載

慣行栽培の3割低減
慣行栽培の5割低減（特別栽培農産物基準値範囲内）

だいこん

トマト（洞爺） JAとうや湖トマト・メロン部会

ＪＡとうや湖大根部会

キャベツ ＪＡとうや湖葉菜生産部会

トマト（壮瞥） ＪＡとうや湖トマト部会

ピーマン ＪＡとうや湖ピーマン生産部会

北海道慣行レベル

レタス ＪＡとうや湖葉菜生産部会

作型

YES!clean集団基準
（上限値）

特別栽培基準

作物名 組織名 人数
面積
（ha）

　表２　ＪＡとうや湖における野菜の栽培基準

　資料：ＪＡとうや湖作成資料を基に農畜産業振興機構作成
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認する。同ＪＡのばれいしょの露地栽培を
例にすると、承認の年の農産物については

「YES! clean」マークの表示が認められ
ず、翌年に植え付け、収穫された農産物の
出荷が始まる８月中旬以降から「YES! 
clean」マークの表示が可能となる（表３）。

なお、ＪＡとうや湖においては、北のク
リーン農産物表示制度に早くから取り組ん
でおり、栽培履歴を確認して基準に沿って
栽培されているか判断するとともに、生産
者集団ごとに作付実績や出荷量を報告する
ことで継続して取り組んでいる。

（４）グローバルＧＡＰの団体認証取得の
取り組み

ＪＡとうや湖は、クリーン農業推進の一
環として、平成21年にグローバルＧＡＰ
の団体認証を取得した。北のクリーン農産
物表示制度が土づくりなどの栽培管理シス
テムの認証であるのに対し、グローバルＧ
ＡＰは、農場管理システムの認証であるが、
同ＪＡは、クリーン農業に取り組み量販店
と契約取引を行う中、グローバルＧＡＰを
取得することで、何か問題が発生した場合
には、原因の究明、改善を図り迅速に対応
することが出来るようになり、安全・安心
な農産物を消費者や量販店に届けることに
つながると考えた。生産者からは、営利目
的でＰＲできないグローバルＧＡＰを取得

して価格に反映できるのかといった否定的
な意見があった一方で、小さい産地が大き
な産地と対等に渡り合うには消費者に選ば
れる取り組みが必要といった肯定的な意見
など、さまざまな意見が出たものの、講習
会を通じて生産者のグローバルＧＡＰに対
する理解を図り取り組みを開始した。

グローバルＧＡＰの認証を取得するため
には、栽培基準の作成や圃場のリスク評価
などの品質管理、農薬の保管や圃場の看板
の設置（写真５）などの生産現場の管理と
200以上のチェック項目があり、すべて
を生産者が行うことはとても大変である
が、個人ではなく団体認証とすることで、
ＪＡが品質管理、生産者は圃場と施設の管
理と役割分担をすることができ、チェック

月

旬
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旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

1年目

承
認

2年目

植え付け 収穫 出荷

１１月 １２月

登録申
請

７月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ８月 ９月 １０月

 

「YES！clean」マーク

の表示が可能 

道は、外部有識者で構成される

審査会の意見を踏まえ、承認 

「YES！clean」マーク
の表示は認められ

ない。

登録手続きは、市町村協議

会を経由し、１０月末までに

道協議会に申請

表３　北のクリーン農産物表示制度の登録手続きの流れ
（ばれいしょ　露地栽培の場合）

資料：「北のクリーン農産物表示制度」要領・様式集（改定版）を参考に農畜産業振興機構作成
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項目の半分をＪＡが担うことで生産者の負
担を軽減できた。

また、取り組みを開始するに当たって、
認証取得のための審査費用を誰が負担する
のかが最も大きな課題であった。30年を
例に取ると、グローバルＧＡＰの団体認証
取得の審査費用は、生産者13名の審査料
や旅費を含めて約160万円が必要となっ
ており、団体認証の審査費用は、個人の審
査費用と比べればコストを抑えられるもの
の、審査費用を生産者個人や所属している
生産者数に差がある生産者集団に負担させ
ることも難しく、同ＪＡが負担することと
なった。

なお、クリーン農業に取り組むすべての
農家を対象にグローバルＧＡＰを取得する
ための審査費用を確保することは困難であ
るため、毎年、予算の範囲内で認証を取得
する農家を変更し、最終的に北のクリーン
農産物表示制度に取り組んでいる生産者全
員が取得したことがあるという状態を作る
ことを目標に、これまで対象となる生産者
の約25%に当たる40名の生産者が審査を
受け、ＧＡＰ取得の農産物の販売に取り組
んでいる量販店の要望を満たす農産物を生
産することができるようになった。

（５）クリーン農業で栽培された農産物の
販売

クリーン農業で栽培された農産物は、量
販店への販売が約７割を占めており、これ
以外は市場や外食向けとして販売してい
る。このため、北のクリーン農産物表示制
度では、「YES!clean」のマークを表示す
ることが可能であるが、「YES!clean」の
マークを表示して販売している農産物はわ
ずかで、生協の「栽培自慢」、「フードプラ
ン」やイオンの「トップバリュ減の恵み」
といったプライベートブランドで販売して
おり、２者との契約取引によって販売され
ている農産物がクリーン農業で栽培された
農産物全体の大半を占めている。また、グ
ローバルＧＡＰは、販売促進のための表示
はできないルールとなっているが、グロー
バルＧＡＰに取り組むことで、消費者や量
販店の求める安全・安心な農産物を生産す
ることができるようになり、結果として消
費者に選択される農産物となっている。こ
れらのクリーン農業で栽培された農産物
は、慣行栽培の基準で栽培された農産物よ
り２割程度高く販売されており 、量販店
からも高い評価を受けている。

また、グローバルＧＡＰの団体認証を取
得した農産物は、東京オリンピック・パラ
リンピックへの販売が可能であるが、中少
量多品目生産という同ＪＡの特徴から提供
できる食材は、ばれいしょ、にんじんと限
定されるものの、これまで取り組んできた
足跡を残す良い機会だと捉えており、提供
できる食材があれば提供していきたいと考
えている。

写真５　圃場を特定できるように看板を設置
（写真提供：ＪＡとうや湖）



61野菜情報 2019.3

　おわりに

ＪＡとうや湖では、北のクリーン農産物
表示制度やグローバルＧＡＰの団体認証取
得を通じてクリーン農業の推進に取り組ん
でおり、成功している秘訣をほかのＪＡか
ら聞かれることがあるという。北のクリー
ン農産物表示制度では、地域の生産者が研
究会を設立してクリーン農業に取り組んで
いたこと、グローバルＧＡＰの認証取得で
は、同ＪＡの提案に対して生産者からは否
定的な意見もあったが、肯定的な意見も上
がり生産者からの後押しがあるなど、生産
者が積極的に取り組んだことがクリーン農
業を推進することを可能とした大きな要因
だという。

同ＪＡ管内の生産者にとって、さまざま
な認証を取得することはクリーン農業を推

進するための手段でしかなく、クリーン農
業を推進し環境負荷の少ない農業を進める
ことで、子供たちに洞爺湖を中心とする地
域の自然環境をより良い形で継承していき
たいという思い、そして、安全・安心な農
産物を消費者に届けたいという意識が根付
いている。これが、消費者や量販店の求め
ている農産物に合致した結果、量販店から
も評価されているということであろう。今
後も、より多くの生産者が北のクリーン農
産物表示制度やグローバルＧＡＰの団体認
証取得に取り組むことで、クリーン農業を
推進することを期待したい。

最後になりますが、お忙しい中、本取材
にご協力いただきましたＪＡとうや湖営農
販売部クリーン農業推進課の黄金崎順一課
長に厚く御礼申し上げます。
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